
福島県環境創造センター整備事業の概要 

 １ 基本理念 
  ○ 放射性物質により汚染された環境を早急に回復し、県民が将来にわたり安心 
   して暮らせる環境を創造する。 
  ○ 国内外の研究機関と緊密な連携の下、世界に冠たる国際的研究拠点を目指す。 

 ３ 三春町施設の配置図 

 ２ 設置場所 

平成２６年５月９日 
福島県環境創造センター整備推進室 

敷地面積：約4.6ha 

建物延床面積：14,512㎡ 
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 ５ 整備スケジュール 

福島県生活環境部環境創造センター整備推進室 電話 024-521-8516 
〒960-8670 福島県福島市杉妻町2番16号 

FAX：024-521-7927 E-mail：kankyou_souzou@pref.fukushima.lg.jp 

○ 建物構造：鉄筋コンクリート２階建 ３棟  
 ① 本本館 ４，２２８㎡ 
   県の業務を行う施設として、放射線モニタリングや調査分析に加え、除染  
  技術の研究や国際原子力機関（ＩＡＥＡ）との協力プロジェクトに取り組み  
  ます。 
 ② 研究棟 ５，６２６㎡ 
   日本原子力研究開発機構及び国立環境研究所が入居し、除染技術、放射性 
  物質の環境動態解明、廃棄物・土壌の処理技術など、本県の環境回復・創造 
  に向けた調査研究を行います。 
 ③ 交流棟 ４，６５８㎡ 
   「子どもたち・県民とともにふくしまの未来を創造する“対話と共創の 
  場”」とし、環境学習のための展示エリア、国際会議、学会、シンポジウム 
  等を開催する会議室エリアにより構成します。 
○ 附属施設 
  ① 大玉村（野生生物のモニタリング等）   床面積 約３００㎡ 
  ② 猪苗代町（河川・湖沼のモニタリング等） 床面積 約１８０㎡ 

 ４ 三春町施設の概要 
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